


あげお産業祭や武道館まつりで早々｜こ完売してしま

う小麦まんじゅうについて、上尾市農業女性連絡協議

会 （アグリ女性21）会長の吉田妻子さんlこ伺いましだ。

アグリ女性21は農業｜こ携わる女性だちが集まり平

成4年lこ発足、現在の会員は42人だそうです。

私たちは何気なくパクリと食べてしまいますが、 作る万は売り物を作るのですから毎回

緊張するそうです。中の“あんこ”は、 会員が各家庭で丸めて持ち寄ります。皮は粉｜こ水

を加え、混ぜて30分くらい寝かせて、等分に分けます。あんを皮で包んで、蒸し器で、ふか

します。同じ手順で、作っても、皮が割れてしまうこともあり、それは会員用｜こ取って置きま

すが、「それでも良いから」と売れてしまうこともあるそうです。

アグリ女性21で、は視察研修を行っており、その際は研修先の農作物や、道の駅で販売し

ているあまんじゅうを買い、食べ出べてみだり、研究もされだりしているようです。

「現在は会員も歳を重ね、若い万が増えてほしい」と希望されていましだ。

上尾市では昔から麦・小麦ガ主要な作物であつだ定め、麦、とくlこ小

麦を素材としだ食文化ガ発達してきましだ。盆のハレの食事を「朝まん

じゅう｜こ昼うどん」といいますし、七夕や7月 1日の初山のときlこも、

小麦まんじゅうは付き物でしだ。昔から上尾市で親しまれていだおいし

い小麦まんじゅうをこれからち作り続けていだだきだいと思います。
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日本女子プロ野球機構
今は、あまりメジャーなスポーツとして報道されていませんが、

現在、日本には「日本女子プロ野球機構」があり、それぞれ女神

にちなんだ埼玉アストライア（星の女神）、京都フローラ（花の女

神）、兵庫ディオーネ（空の女神）、東北レイア（山の女神）とい

う4つのチームが参加しています。

女子プロ野球が発足して6年目となる今年から、全チームの監

督が女性となりました。年間約60試合を行い、前期、後期に分

けたそれぞれの優勝チームが女王決定戦を行い、年間女王を決定

することになっています。

埼玉アストライア・川保監督
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昨年11月25目、文化センタ一小ホールで埼玉県男女共同参画アドバイザーの大野清子さ

んとNPO法人CAPくれよん事務局の小野原典子さんを講師lこお招きして、 上尾市男女共同

参画推進センター主催のデートDVセミナーか、開催されまし定。

DV（ドメスティック・バイオレンス）は親密な関係の人の聞の暴力とされていますが、デー

トDVは変際中の若い力ツブルの聞で起こる暴力のことで、この暴力｜こはいろいろなちのが
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あり、刃物で脅すなど怖い思いをさせるような身体的暴力、ひどい言葉で脅す、監視する、

友達との交際を制限する、無断でのメールチェック、携帯電話のメールアドレス等を勝手

｜こ消してしまう等の精神的暴力、お金をだかる、借りだお金を返さない等の経済的暴力、

キスやセックスを強要する、避妊しない等の性的暴力などの説明ガ、ありましだ。

最近の内閣府調査では、10代から20代の時「デートDV」の被害にあっている女性は13.7%、

男性は5.8%います。20代の女性｜こ限ってみると23.4%で実｜こ4人に 1人が被害を受けて

いることlこなります。「暴力はどんなことがあっても許されない」という「常識」を作らなけ

ればいけない、自分ガ、被害lこあつだら自分だけを責めず｜こ公的機関などへ相談する、デー

トDVと呼ばれるこれらの暴力は、 深刻な問題lこつなが、る可能性ちあるので、早いうちか

らの防止策が必要であるなど具体的な事例を交えての説明がありましだ。
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埼玉アストライアの監督が川保麻弥さんです。上尾市の出身で、東中学校時代は軟式野球部、埼

玉栄高校では女子硬式野球部に所属、以後日本体育大学でも活躍し、 2008年卒業後、体育教師とし

て上平中学校のバスケッ卜部、のち大石中学校では男子野球部の顧問として指導しました。09年に

日本女子プロ野球機構のトライアウト（入団テスト）に合格したのを機に中学校を退職し、いくつか

のチームで捕手、 4番打者の選手として最多打点、最多盗塁阻止率などを記録、 2年連続で捕手と

してベストナインに選ばれるなど活躍しました。

12年のシーズン終了後の球団再編で、イース卜・アストライア（現埼玉アストライア）所属となり、

13年はコーチ兼任の捕手としてチームの年間優勝に貢献しました。彼女は以前から選手としてだけ

でなく、「女子プ口野球のみならず広く女子野球を盛り上げたい。野球が好きな女の子たちのサポー

トをしたい」という願望を持っていたのと、機構上層部からの女性監督就任の要請もあり、優勝

を花道に現役を引退、 14年からイース卜・アストライアの監督になりました。14年東部地区の優

勝を勝ち取り、昨年11月15日に西部地区優勝のウエス卜・フローラ（現京都フローラ）と年間女

王を競って対戦しましたが、 8対7で惜敗しました。

このような熱い思いを胸に秘めている川保さんにお話を伺いました。上尾市の実家で両親は健在

ですが、現在はチームの都合もありチーム事務所のあるさいたま市浦和区北浦和に住んでいます。

いつ頃から野球と親しむようになったのか伺ったところ、父親と兄の影響で小学2年生の時から

近所の少年野球のコーチに勧められてスポーツ少年団で始めたそうです。小学5年生から捕手に転

向し、「女性では150キロのボールは投げられない。しかしブルペンキャッチャーなら男でも女でも

できる」と半ば本気で考え、読売ジャイアンツのブルペンキャッチャーを志していたそうです。また、

中学3年生までバットの素振りを毎日欠かさなかったそうです。以後はいろいろな経験を経て現在

に至る訳で、すが、将来の夢を語っていただきました。

2年連続ベストナインから監督就任
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「上尾の後輩を何としても発掘して育てたい。その足掛かりとして上尾市民球場などで皆さんに

ゲームを見ていただきたしリと切望していました。

「将来の夢は女子野球日本代表の監督として米国をはじめ世界各国のチームと対戦し世界ーになる

こと、野球にはず、っと関わっていきたい」と希望を話していました。上尾出身の女子プロ野球指導

者の前途の活躍に上尾市民の一人としてエールを送りましょう。
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上尾の後輩を発掘し育てたい


